
ふれあい・発見・学び

～ある過疎地域での大学生の取り組み～

愛知県立大学生涯発達研究所では、平成21年度から愛知県の奥三河地域にある北設楽郡豊根村との

交流を続けています。

今回の基調講演及びシンポジュームは、3年間の学生の活動を紹介するとともに、急激な人口の減少

により、地域の存続自体が危ぶまれる過疎地域の現状と住民の暮らし、健康、環境に取組む自治体の姿

をより多くの人びとに知っていただくために開催します。

日 時

平成 24年 3月 14日（水）13：30～16：30

会 場

愛知県産業労働センター（ウインクあいち）1203会議室（12階）

名古屋市中村区名駅4丁目4－38 ※名古屋駅徒歩2分

内 容

【基調講演】

「わが国の過疎地域対策の現状と課題」

総務省自治行政局地域自立応援課過疎対策室長 山口 祥義氏

【シンポジューム】

「山間地域小規模集落における『暮らし』『健康』『環境』への挑戦」

＝シンポジスト＝

愛知県北設楽郡豊根村役場総務課課長補佐 青山 幸一 氏

愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科３年 市野 菜摘 氏

社会福祉法人高山市社会福祉協議会地域福祉課長 小峠 賢次 氏

※平成22年度過疎地域自立活性化優良事例表彰 全国過疎地域自立促進連盟会長賞受賞団体

島根県隠岐郡海士町役場産業創出課長 大江 和彦 氏

※平成19年度 地域づくり総務大臣表彰大賞受賞団体

＝コメンテーター＝

総務省自治行政局地域自立応援課過疎対策室長 山口 祥義 氏

＝コーディネーター＝

愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科准教授 藤田 博仁 氏

参加費 無料

問合先 愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科・藤田研究室

電話 0561-64-1111（内線 1511） E-mail h-fujita@ews.aichi-pu.ac.jp

主催：愛知県立大学生涯発達研究所

後援：総務省、愛知県、豊根村、愛知県交流居住センター


